
～国際協力草の根トーク～
アフリカへの草の根支援
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＜プ ロ グ ラ ム＞
開会　１３：３０
あいさつ
トーク1：青木一憲、他3名（ドゴドゴ・ファンド）
トーク2：マンスール　ジャーニュ
トーク3：菅川拓也（緑のサヘル）
トーク4：村上一枝（カラ＝西アフリカ農村自立協力会）
＜休憩＞
質疑応答
まとめ
閉会　１６：３０
＜出演者紹介＞
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＜出演者の所属団体紹介＞
マンスール　ジャーニュ


西アフリカのセネガルで生まれ育ち、中東ヨルダンの大学で農業を学ぶ。1992年に来日し、芸能活動を続けながら、全国各地で国際問題や世界のマナー、エネルギー等をテーマにした講演・講義を行うなど、「アフリカ」を広める文化活動に力を入れている。





菅川　拓也


　「緑のサヘル」事務局長。1988年、青年海外協力隊員としてモロッコ王国に赴任、1992年、「緑のサヘル」による「チャド共和国砂漠化防止プロジェクト」に参加。以後、プロジェクト調整員や現地代表、事務局長として、チャド、ブルキナファソの活動に関わっている。





村上　一枝


　NPO法人「カラ＝西アフリカ農村自立協力会」代表。1989年よりマリ共和国において活動、長年にわたって住民の栄養・衛生の改善、生活の向上、教育の充実等に努める。これまでに「女性ボランティア賞」等、数々の賞を受賞しており、その活動は各方面より高い評価を受けている。





青木一憲他ドゴドゴ・ファンドメンバー


タンザニアから帰国直後の報告メンバー：青木 一憲、荒木美由紀、大津昂史、小野健一郎、西尾博登、山内玲奈


ドゴドゴ・ファンド設立メンバー：定岡亜依、仲裕子、成田　智哉、間島　仁美、森友寛、森脇翔平、渡辺美香














大林　稔


龍谷大学経済学部教授。同大学アフリカ研究センター研究員。


広告代理店、外務省、国連開発計画などを経て現職。国際協力とアフリカの政治経済を研究、同時にアフリカと日本の連帯のために活動している。





緑のサヘル


1991年3月に、東京にて設立。


チャド共和国、ブルキナファソ、タンザニア連合共和国において、現地の人々が抱えている今現在の生活上の課題（食糧や生活用水、現金収入の不足など）の改善を図り、これから先も生活を続けていける環境づくり（地域環境の回復・保全）を目指し、現地の人々と共に活動に取り組んでいる。


1995年：イオン環境財団最優秀団体表彰


1998年：国際ソロプチミスト国際奉仕賞


2001年：外務大臣表彰





特定非営利活動法人　カラ＝西アフリカ農村自立協力会


1993年9月、東京にて設立。事業対象国はマリ共和国。


　マリ共和国の農村地域に生活する人々が自立した生活を構築することへの支援を行なっている。


生きることに必要な事項を対象とし、水の供給､保健衛生･病気予防(助産師育成･診療所建設)､教育の普及(識字学習･学校建設)､女性適正技術指導､自然環境の保全､その他自立に関わる事項を総合的に重ね合わせた事業を住民主体に継続中。








ドゴドゴ・ファンド


タンザニアのストリート・チルドレンを支援するために、タンザニアを訪問した龍谷大学の学生たちにより、昨年、設立されたグループ。


？年、元ストリート・チルドレン達の絵画展を日本で開催し、そこで集めた資金をもとに、奨学金が設立された。卒業後も、息の長い支援を続けられるように、現地NGOや子供たちとの話し合いを通じて、仕組みづくりに取り組んでいる。


グループ名となっている「ドゴドゴ」とは、タンザニア現地で用いられるスワヒリ語で、「少年/少女」「若者」を意味している。





龍谷大学アフリカ研究センター


アフリカ研究センター（The Center for African Studies: CAS）は、龍谷大学社会科学研究所の指定研究「アフリカと世界」（2008-2010年度）を母体とし、2009年6月に同研究所付属の時限研究センターとして設置された。


CASでは、学内のみならず学外からも数多くの研究者をお招きし、主に社会科学的なアプローチを採用しつつ、アフリカの歴史・社会・経済・政治・開発・国際関係などに関する研究活動を、積極的かつ広範に展開している。








